
カーボンニュートラル福井コンソーシアム

～「オール福井」で推進～

令和7年５月３０日
福井県エネルギー環境部エネルギー課
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これまでの福井県の取組み
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福井県長期ビジョン（R2.7） 福井県環境基本計画（R5.3)

地球温暖化対策などを盛り込んだ福井
県の環境行政全般の計画。令和4年度に計
画を改定

福井県として2050年の「ゼロ
カーボン」を目指す事を宣言

ふくいNEW経済ビジョン
（R5.5)

主要プロジェクトとして、「新たな社会
課題（SDGs、脱炭素等）に対応した価値
創造」を位置づけ



これまでの福井県の取組み
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これまでの福井県の取組み

○脱炭素化推進のための土台づくりと、脱炭素化に向けた実践行動の促進の両面から取組みを進めている。

今後

推進のための
土台づくり

2023年

福井県環境基本計画改定

10
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両
面
か
ら
取
組

３

温
室
効
果
ガ
ス
排
出
量
49

％
削
減

脱
炭
素
化
に
資
す
る
価
値
づ
く
り

2024年

庁内推進本部 設置
県・市町連携会議 設置

11

産学官金民連携コンソーシアム 設置

2

「オープンフォーラム」開始

7

オープンフォーラム分科会 開始

県民 の 行動変容

企業 の 積極参画

市町との連携

産学官金民での連携
県庁内での推進

県 他機関との連携
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脱炭素化向けた連携体制について

②県・市町連携

カーボンニュートラル
県・市町連携会議

■構 成

各市町温暖化対策担当課

福井県エネルギー課、環境政策課

■内 容

○県の取組み説明

○次年度予算に向けた依頼

○脱炭素先行地域等、情報共有

■開催実績

令和5年度 ４回開催
令和6年度 ５回開催

①産学官金民連携（オール福井）

カーボンニュートラル
福井コンソーシアム

■構 成

全体会議：各界の代表者

オープンフォーラム：実務担当者

■内 容

○温室効果ガス排出削減にむけた

方針の決定（全体会議）

○ワークショップの開催や現場での

課題解決、ネットワーク構築

（オープンフォーラム）

■全体会議開催実績
令和5年11月8日（水）設立会議開催
令和6年8月6日（火）第2回開催

③庁内での連携

福井県カーボンニュートラル
推進本部

■構 成

本部長 ：知事

副本部長：両副知事

本部員 ：教育長、各部部長

事務局 ：エネルギー課、環境政策課

■内 容

○庁内の取組み共有

○次年度予算に向けた依頼

■開催日

令和5年10月2日（月）第1回開催
令和6年8月26日（月）第2回開催

連携 連携

連携



■構 成 企業・団体の経営者・実務担当者【どなたでも参加可能】

■活動内容 ✔各機関の脱炭素に向けた取組み共有、情報交換

✔脱炭素に向けた課題抽出、ワークショップ実施、参加者同士のマッチング 等

■テ ー マ ✔省エネ・再エネの推進 ✔脱炭素を起点とした新ビジネス展開

✔脱炭素経営のための人材育成 ✔国際的な脱炭素の認証取得 等

①幅広い関係者と連携・協働し、目標・情報・課題・認識の共有

②各主体が2030年度49％削減に向け具体的に取組み、新たな価値づくりにも挑戦

③各主体の取組みの見える化を進め、先進的・具体的な取組みを全県へと拡大

活動イメージ

情報・課題・
認識の共有

具体的な
取組み実践

先進取組み
の見える化

①

②

③

活動内容 ■構 成 各界の代表者

■活動内容 ✔各機関の脱炭素に向けた取組み共有、意見交換

✔新年度の新規施策立案に対する要望、県からのお願い・呼びかけ 等

■テ ー マ ✔49%削減に向けた県民・企業運動に繋がるもの

✔「脱炭素」を軸にした新しい価値づくり・サービスについて 等

全体会議（代表者）

オープンフォーラム（実務担当者）

取組みの報告、先進事例の共有取組みの方針決定

全体会議

オープン
フォーラム

5

カーボンニュートラル福井コンソーシアムについて
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コンソーシアム「オープンフォーラム」について

R5年度

「2050カーボンニュートラル

カードゲーム」ワークショップ

産学官民連携で脱炭素をはじめる

ワークショップ

カードゲームを通じて、脱炭素化と経済成

長の両立を目指すワークショップを開催

県内大学教員が調査した脱炭素分野の先進

企業の事例報告や、県内企業の経営者・実務

担当者によるワークショップを開催

【４月】

運営事務局決定

【6月】

ガイダンスセミナー
開催

【７月～翌2月まで】

テーマ別分科会（勉強会・交流会）
の開催

【３月】

成果報告会

R6年度

カーボンニュートラル

普及啓発シンポジウム

福井県出身で、脱炭素分野で著名な堅達京

子氏をお招きしての基調講演や、産学官金の

代表者によるパネルディスカッションを開催



脱炭素に関するアンケート調査結果
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令和６年度の実施状況について
5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

●6/6キックオフセミナー 3/17成果報告会●

①脱炭素経営

③太陽光 蓄電池

④水素・
アンモニア

⑤カーボン
クレジット

⑥付加価値づくり

全体

●8/22ペロブスカイト太陽電池セミナー（講師：桐蔭横浜大学 宮坂力 教授）

●実践WS1回目（7/25）

●実践WS2回目（10/25）

●実践WS3回目（11/22）

●8/28 池田町先進事例勉強会

●10/9付加価値づくりワークショップ
（講師：株式会社大川印刷 大川哲郎 社長）

●11/12グリーン・マーケティングセミナー
（講師：日本総合研究所、県内企業）

11/19●水素エネルギー利用セミナー
（ふくい水素エネルギー協議会と共催）

●7/18カーボンクレジットセミナー1回目（講師：近畿経済産業局）

●12/12カーボンクレジットセミナー
2回目（講師：バイウィル社）
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●先進事例研修会①
（7/16）

●先進事例研修会②
（10/11）

●先進事例研修会③
（1/15）

先進事例研修会④●
(3/17)

②省エネ実践

1６回開催

延べ

5５0名参加
●1/31CO2見える化
（講師：アスエネ社）

令和6年度



実施内容のご紹介（一部）
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脱炭素経営 太陽光 付加価値づくり

石井 元 氏

福井県カーボンニュートラル推進アドバイザー

宮坂 力 教授

桐蔭横浜大学医用工学部

大川 哲郎 氏

株式会社大川印刷 代表取締役社長

【7月25日、10月25日、11月22日 ご登壇】 【8月22日 ご登壇】 【10月9日 ご登壇】

■こんな事を学びました

☑脱炭素経営の進め方
☑自社におけるCO2算出量の計算
☑具体的な削減方法の検討 等

■こんな事を学びました

☑ペロブスカイト太陽電池の実力
や開発状況

☑日本における産業化の状況 等

■こんな事を学びました

☑脱炭素化に向けた実践や
付加価値づくりへのアイデア
創出 等



実施内容のご紹介（一部）
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カーボンクレジット ペロブスカイト太陽電池

付加価値づくりワークショップ 池田町先進事例勉強会



令和６年度のふり返り
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オープンフォーラムへのご意見（一部）

☑脱炭素への対応が、CO2削減だけで
なく、ビジネスチャンスに変えられる
可能性を感じた。

☑県内企業が、環境貢献と売上拡大を
同時に進めており、感銘を受けた。

☑WSでは課題感も共有できて良かった。

☑「声を上げる事が重要」というメッ
セージが印象的。社内で実践してみた。

☑担当者がリアルで繋がり、意見交換
できる機会も貴重。継続してほしい。

県内企業「脱炭素・サスティナビリティ
担当者」による座談会（R6.12.23）



令和６年度のふり返り②
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オープンフォーラム参加者へのアンケート（R7.1～Ｒ7.3）【回答数=17】

Q1、オープンフォーラムの満足度を教えてください。 Q2、オープンフォーラムで得た知識や情報を基に、
令和6年度中に新しい取組みや行動を起こしましたか。

（主なご回答）

☑カーボンニュートラルへのロードマップ作成 ☑自社のCO2排出量の計算

☑サプライチェーン排出量把握に関する具体的な行動計画の検討

☑カーボンクレジット活用に向けた情報収集 ☑業種を越えた他社との情報交換の実施 等



令和６年度のふり返り②
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オープンフォーラム参加者へのアンケート（R7.1～Ｒ7.3）【回答数=17】

Q３、令和7年度のオープンフォーラムで取り上げてほしい
テーマはありますか。

（他県での事業者による取組み事例）

Q４、オープンフォーラム全体や今後の企画に関するご意見
・ご要望はございますか。

☑実践事例紹介は参考になるので継続してほしい。
ESG投資について詳しい解説があると有難い。

☑県内企業にとってのカーボンニュートラル達成
に向けて最も効果的・効率的・経済的なロード
マップ（方法論）を知りたい。

☑FIT・FIP制度や脱炭素オークションの仕組み
について知りたい。

☑勉強会に参加する時間が無い人もいるので、
大まかな方向性や考え方を知ることが出来る
情報プラットフォームがあると良い。 等



令和７年度について
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【6/10】

キックオフセミナー
開催

【６月～12月頃まで】 【１月～３月】

勉強会
成果まとめ

オープンフォーラム

県市町連携会議

テーマ別勉強会・交流会の開催
① 脱炭素経営（ＣＯ２算定）

② 太陽光・蓄電池の活用
③ 企業における省エネ推進
④ カーボンクレジットの活用
⑤ 脱炭素化に向けた商品づくり

など

【６月３日 第１回予定】

• 今年度の県の施策説明

• 池田町による脱炭素先行地域としての取組み発表

• 池田町小水力発電所見学

年４回程度開催



県の支援策（家庭部門）
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県の支援策（産業・業務部門）
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【参考】昨年度リーフレット



県の支援策（運輸部門）
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県の支援策（その他）

18



池田町 脱炭素先行地域へ選定

19



ご清聴ありがとうございました
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